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人
間
の
思
考
に
は
、順
序
が
あ
る
。一
番
深
い
の
が
、

「
ビ
リ
ー
フ
（belief
）」。
一
度
、
信
じ
込
ん
だ
ら
、

「
信
念
」 

は
変
わ
ら
な
い
。
宗
教
へ
の
信
仰
な
ど
が
、

正
に
こ
れ
。
恐
ろ
し
い
面
も
あ
り
、
そ
の
考
え
を
変
え

さ
せ
る
の
は
、
至
難
の
業
。 

次
に
、「
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
（philosophy
）」 
に 

「
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
（vision

）」
と
続
く
が
、「
哲
学
」
は
、
論

理
や
知
性
で
、「
見
識
」
は
、
現
実
や
時
流
で
夫
々
の
考

え
方
は
、
変
わ
る
。 

遠
藤
周
作
の
歴
史
小
説
、『
沈
黙
』。一
九
六
六
年
作
。

─
─

舞
台
は
、
一
六
三
〇
年
代
。
家
光
の
治
め
る
徳
川

時
代
。
幕
府
は
、「
島
原
の
乱
」
を
鎮
圧
後
、
更
に
鎖
国

を
強
め
、
キ
リ
ス
ト
教
を
禁
止
。
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
を

続
け
る
。 

ポ
ル
ト
ガ
ル
・
イ
エ
ズ
ス
会
の
司
祭
ロ
ド
リ
ゴ
は
、

マ
カ
オ
で
漂
流
中
の
日
本
人
漁
夫
キ
チ
ジ
ロ
ー
を
助
け

た
事
か
ら
、
そ
の
案
内
で
長
崎
に
密
航
。
秘
か
に
宣
教

活
動
を
進
め
る
が
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
の
裏
切
り
も
あ
り
、

捕
ら
え
ら
れ
、
信
徒
が
拷
問
さ
れ
た
り
、
処
刑
さ
れ
た

り
す
る
場
面
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
。 

必
死
に
祈
り
を
捧
げ
て
も
、
神
は
何
も
し
て
く
れ
な

い
。
信
徒
を
救
う
た
め
に
は
、「
棄
教
」
し
か
な
い
と
、

ロ
ド
リ
ゴ
は
踏
絵
を─

─

。
そ
の
と
き
、
沈
黙
の
中
、

主
の
声
が
聴
こ
え
る
。 

「
踏
む
が
い
い
。私
は
、お
前
た
ち
に
踏
ま
れ
る
た
め
、

こ
の
世
に
生
れ
、
お
前
た
ち
の
痛
さ
を
分
か
つ
た
め
、

十
字
架
を
背
負
っ
た
の
だ
」 

ロ
ド
リ
ゴ
は
、暫
く
長
崎
奉
行
の
監
視
下
に
置
か
れ
、

そ
の
後
、
日
本
名 

「
岡
田
三
右
衛
門
」
と
い
う
死
者
の

名
を
付
け
ら
れ
た
挙
句
、
そ
の
妻
を
娶
ら
さ
れ
て
、
江

戸
に
送
ら
れ
る
。 

仏
教
に
改
宗
さ
せ
ら
れ
、
ロ
ド
リ
ゴ
は
、
や
が
て
死

ぬ
。
出
棺
の
折
は
、
僧
侶
が
数
珠
を
手
に
見
送
る
。
で

も
妻
が
、
そ
っ
と
胸
に
差
し
入
れ
た
守
り
刀
に
は
、
十

字
架
が─

─

。
キ
リ
ス
ト
教
への
帰
依
は
、
不
変
。
心
の
奥

底
で
は
、
ロ
ド
リ
ゴ
は
、「
転
ん
で
は
い
な
か
っ
た
」。
そ
ん
な

余
情
を
残
し
て
、
物
語
は
終
わ
る
。 

イ
ギ
リ
ス
南
部
に
あ
る
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
聖
堂
。
中
世
、

巡
礼
は
、
ロ
ン
ド
ン
を
出
発
、
こ
こ
が
最
終
地
点
。
チ
ョ
ー

サ
ー
は
、
そ
の
一
行
が
、
道
中
、
各
々
語
る
話
を 

『
カ
ン

タ
ベ
リ
ー
物
語
』 

に
纏
め
た
。 

現
在
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
」 

の
総
本
山
。
そ
の
大

司
教
は
、
最
高
位
の
聖
職
者
。
国
王
の
戴
冠
式
を
司
り
、

貴
族
院
の
一
員
と
し
て
、
政
治
的
発
言
力
も
持
つ
。 

権
威
の
象
徴
。
そ
の
大
き
さ
と
豪
華
さ
に
は
、
圧
倒
さ

れ
る
。
多
く
の
参
拝
者
に
よ
る
賑
わ
い
。
高
い
天
井
、
長
い

身
廊
。
色
彩
豊
か
な
ス
テ
ン
ド
ガ
ラ
ス
か
ら
差
し
込
む
光

は
、
神
聖
を
増
す
。 

そ
の
反
面
、
大
聖
堂
の
地
下
に
あ
る 

「
ク
リ
プ
ト
」 

は
、

す
こ
ぶ
る
静
か
で
質
素
。
建
物
を
支
え
る
大
き
な
柱
は
、

む
き
出
し
。
あ
る
の
は
、
墓
所
と
礼
拝
堂
だ
け
。
夏
の
暑

い
日
な
ど
、
中
に
入
る
と
、
冷
房
が
効
い
て
い
る
が
如
く

に
、
ヒ
ヤ
ッ
と
す
る
。 

余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
せ
い
か
、
訪
問
者
も
少
な
く
、

静
寂
の
中
、
荘
厳
さ
に
一
層
、
重
み
が
加
わ
る
。
こ
こ
は
、

昔
か
ら
こ
の
よ
う
に
変
わ
ら
な
い
の
か
し
ら─

─
。
そ
う

思
っ
た
ら
、
中
世
が
、
何
だ
か
そ
れ
ほ
ど
遠
い
昔
で
な
い
よ

う
な
心
持
ち
に
。 

揺
れ
る
ロ
ウ
ソ
ク
の
祭
壇
の
前
。
立
ち
止
ま
り
、
暫
し

見
つ
め
て
い
る
と
、
十
字
架
の
向
こ
う
か
ら
、
何
や
ら
キ

リ
ス
ト
の
声
が
、
聴
こ
え
る
。 

「
信
じ
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
救
わ
れ
る
か
ら─

─

」



 


